
番号 名称・特徴 表 面 裏 面 レア度

　　　　分流区域の蓋
1980年代後半に採用されたマンホール蓋で
す。
中央のマークは長岡城（兜城）をイメージ
したと言われています。

製造年　1988年
重量　約42kg

　　　　分流区域の蓋
1980年代後半に採用されたマンホール蓋で
す。
中央のマークは長岡城（兜城）をイメージ
したと言われています。

製造年　1989年
重量　約42kg

　　　　分流区域の蓋
1980年代後半に採用されたマンホール蓋で
す。
中央のマークは長岡城（兜城）をイメージ
したと言われています。

製造年　1988年
重量　約42kg

　　　　分流区域の蓋
1980年代後半に採用されたマンホール蓋で
す。
中央に「汚水」の文字があります。

製造年 1989年
重量　約42kg

　　　　土器デザイン
平成3年から採用されマンホールカードに
もなっている現行デザインです。
火焔土器、桜、花火、郷土資料館がデザイ
ンされています。

製造年　1992年
重量　約43kg
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資料１

長岡市土木部下水道課



番号 名称・特徴 表 面 裏 面 レア度

　　　　四季デザイン
平成3年から採用されている現行デザイン
です。
長岡の四季（桜、花火、紅葉、雪）がデザ
インされています。

製造年　2014年
重量　約41kg

T-25

　　　　土器デザイン
平成3年から採用されマンホールカードに
もなっている現行デザインです。
火焔土器、桜、花火、郷土資料館がデザイ
ンされています。

製造年　1993年
重量　約43㎏

T-20

　　　　土器デザイン
平成3年から採用されマンホールカードに
もなっている現行デザインです。
火焔土器、桜、花火、郷土資料館がデザイ
ンされています。

製造年　1994年
重量　約43kg

T-20

　　　東京市型（JIS型）
JIS型の紋様に中央に「市」の文字。
第2期下水道事業(1960～1971年頃)の際に
設置され現在は数が少なくなっています。

製造年　1967年頃
重量　約82㎏
鋳鉄(FC)製

　　　東京市型（JIS型）
JIS型の紋様に中央に「市」の文字。
第2期下水道事業(1960～1971年頃)の際に
設置され現在は数が少なくなっています。

製造年　1967年頃
重量　約82㎏
鋳鉄(FC)製
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